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平成２４年８月 教育委員会定例会（甲）

開 催 日 時 平成２４年８月２３日（木） 午後２時００分～午後３時３９分

開 催 場 所 ５０４会議室

出 席 委 員 伊藤文代委員長

          森井良子委員長職務代理者

          山田大輔委員

高槻成紀委員

阪本伸一教育長

説明のための出席者 関口徹夫教育部長

          内野雅晶教育部理事兼指導課長

          有馬哲雄教育部理事（生涯学習・体育）

滝澤文夫教育庶務課長

          鶴巻好生学務課長

          赤坂慶太学務課長補佐

          板谷扇一郎学校給食センター所長

          森田恒明指導課長補佐

          阿部裕生涯学習推進課長

          小島淳生体育課長

屋敷元信中央公民館長

          松原悦子中央図書館長

          仙北谷仁策教育部参事

          佐藤晴美指導主事

書 記 伊藤祐子教育庶務課長補佐、根岸玄教育庶務課主事

傍 聴 者 ３名

午後２時００分 開会

（開会宣言）

○伊藤委員長

ただいまから教育委員会８月定例会を開催いたします。

（署名委員）

○伊藤委員長

はじめに、会議録署名委員の指名を行います。本日の会議録署名委員は高槻委員及び私、伊藤

でございます。
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次に、非公開にて取り扱う議題を決定したいと存じます。

本日の議題のうち、教育長報告事項（８）及び、議案第２０号から第２４号までは、人事案件

または個人のプライバシーを含んだ内容でございますので、これらにつきましては非公開で取り

扱いたいと存じます。

お諮りいたします。

ただいま申し上げました議題について、非公開にて取り扱うことに賛成の方は、挙手願います。

－賛成者挙手－

○伊藤委員長

ありがとうございます。

挙手全員でございますので、非公開と決定いたしました。

それでは、本日の議題に入ります。

（教育長報告事項）

○伊藤委員長

はじめに、教育長報告事項を行います。

教育長報告事項（１）平成２５年度小平市立小学校移動教室の実施について。阪本教育長から

ご説明をお願いいたします。

○阪本教育長

教育長報告事項（１）平成２５年度小平市立小学校移動教室の実施についてを報告いたします。

資料№１をご覧ください。

５月の教育委員会でご報告いたしましたとおり、小学校移動教室の小平市八ヶ岳山荘での実施

は、山荘の廃止により、本年度が最後になります。これを踏まえまして、今後の小学校移動教室

の実施方法、及び宿泊施設等について、小学校校長及び教育委員会事務局職員を委員とする、移

動教室検討委員会を６回開催し、検討してまいりました。自然が豊かで体験活動を安全に実施で

きること、保護者への費用負担が大きくならないことなどを条件に検討の結果、来年度につきま

しては、現在実施している八ヶ岳地区にある長野県南佐久郡南牧村野辺山の「帝産ロッヂ」を宿

泊の候補として決定しました。なお、正式な契約は来年度となります。現在と同じく全校１学期

中の実施を予定しています。

以上でございます。

○伊藤委員長

ありがとうございました。

次に、教育長報告事項（２）市制施行５０周年記念・平櫛田中生誕１４０年記念「平櫛田中
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展」の「オープニングセレモニー」の開催について。阪本教育長からご説明をお願いいたします。

○阪本教育長

教育長報告事項（２）市制施行５０周年・平櫛田中生誕１４０年記念「平櫛田中展」の「オー

プニングセレモニー」の開催についてを説明いたします。資料№２をご覧ください。

小平市平櫛田中彫刻美術館におきまして、９月９日（日）～１０月２１日（日）の４３日間、

市制施行５０周年と平櫛田中生誕１４０年を記念して特別展「平櫛田中展」を開催いたします。

別紙のチラシをご参照ください。

本展覧会は９月２２日と２３日にルネこだいらで開催されます「春興鏡獅子」公演とタイアッ

プを図っており、双方のイベントを盛り上げるため、本展覧会の初日に尾上菊之助丈、小林市長、

佐野議長をお迎えして、美術館でオープニングセレモニーを行います。

セレモニーは、主催者及び来賓の挨拶、テープカット、展覧会の概要説明、内覧会の順に行い

ます。

なお、同セレモニーを行いますため、初日の一般の開館時間は、小平市平櫛田中彫刻美術館条

例第５条の規定により、午後１時からといたします。

以上でございます。

○伊藤委員長

次に、教育長報告事項（３）小平市民総合体育館の臨時休館について。阪本教育長からご説明

をお願いいたします。

○阪本教育長

教育長報告事項（３）小平市民総合体育館の臨時休館についてを報告いたします。資料№３を

ご覧ください。

今回の臨時休館は、体育館内の修繕及び温水プールの水入れ替えのためでございます。

臨時休館日は、１０月２日（火）を予定しております。

なお、１０月１日（月）が通常の休館日となりますので、２日間連続して休館するものでござ

います。

市民への広報につきましては、市報９月２０日号、１０月１日号、及び市ホームページなどに

掲載するほか、市民総合体育館内での掲示により周知を図ってまいります。

以上でございます。

○伊藤委員長

次に、教育長報告事項（４）仲町公民館・仲町図書館改築工事及び旧仲町図書館等解体工事に

ついて。阪本教育長からご説明をお願いいたします。
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○阪本教育長

教育長報告事項（４）仲町公民館・仲町図書館改築工事及び旧仲町図書館等解体工事について

を報告いたします。資料はございません。

仲町公民館・仲町図書館改築工事等に関しましては、工事請負契約の締結に向けて事務を進め

てまいりましたが、このたび４回目の工事請負契約にかかる入札が、不調となりました。

現在、入札不調の原因について調査を行っておりますが、今後の対応につきましては、リニュ

ーアルオープンの時期もあわせて、現在、検討中でございます。

以上でございます。

○伊藤委員長

次に、教育長報告事項（５）寄附の受領について。阪本教育長からご説明をお願いいたします。

○阪本教育長

教育長報告事項（５）寄附の受領についてを報告いたします。資料№４をご覧ください。

〔Ｉ〕は、書籍「日本の歴史」全三十二巻を、有田高人様より、小平市立小平第六小学校への

指定寄附としてご寄附いただいたものでございます。

この場をお借りしてお礼申し上げます。

以上でございます。

○伊藤委員長

ありがとうございました。

次に、教育長報告事項（６）小平市教育委員会後援名義等の使用承認について。阪本教育長か

らご説明をお願いいたします。

○阪本教育長

教育長報告事項（６）小平市教育委員会後援名義等の使用承認についてを報告いたします。

今回報告いたします承認事業は、資料№５のとおりでございます。

詳細につきましては、滝澤教育庶務課長から説明させます。

○滝澤教育庶務課長

本日報告いたしますのは１３件でございます。うち、新規申請の事業について、ご説明申し上

げます。

受付番号（３９）事業名、「聴いてみる？ＪＡＺＺ ＬＩＶＥ」は、主催の小平こども劇場が、

子どもたちが身近に音楽に触れ、楽しむ機会をつくることを目的に、ルネこだいらでジャズライ

ブを行うものです。

受付番号（４０）事業名、小平市制施行５０周年記念事業、小平市民憲章や小平市歌等を参加
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者が毛筆で書く文化承継事業は、市が市民協働事業として、市制施行５０周年記念事業の趣旨を

踏まえた市民企画事業を公募し、採択された事業の一つです。小平市書道連盟主催の本事業は市

内の子どもたちが市民憲章や市歌を毛筆で書き、会場の保護者、市民とともに５０周年を祝うと

いうイベントです。

受付番号（４３）事業名、テレビの裏側潜入ツアーは、一般社団法人小平青年会議所が人と人

とが支え合うことの大切さを知り、社会を支える担い手となる人づくりを目的に行う事業でござ

います。

受付番号（４４）事業名、ウォーク＆ランフェスタ２０１２は、一般社団法人ナンフェスの主

催事業です。ナンフェスとは、難病や障害のある人もない人も、ともに社会の一員として互いに

尊重しあい、楽しく暮らせる社会を目指すことを目的とした団体で、本事業はその目的を達成す

るために行うものでございます。

その他の９件は、いずれも例年もしくは以前も承認しているものでございます。

以上でございます。

○伊藤委員長

ありがとうございました。

次に、教育長報告事項（７）事故報告Ⅰ（７月分）について。阪本教育長からご説明をお願い

いたします。

○阪本教育長

教育長報告事項（７）事故報告Ⅰ（７月分）について、報告いたします。

７月の事故報告Ⅰの交通事故、一般事故につきましては、資料№６のとおりでございます。

詳細につきましては、内野教育部理事から説明させます。

○内野教育部理事

それでは、事故報告Ⅰ、平成２４年７月分につきまして、ご説明いたします。

７月につきましては、交通事故が１件、一般事故が３件ございました。本日は交通事故１件、

また一般事故から２件ご説明します。

交通事故でございますが、管理外の事故ということで、小学校４年生の男子児童が友達と自転

車で縦に連なって走行していたところ、信号のない交差点に、先行して走っていた児童が一時停

止しないで進入し、バイクと接触し、転倒したために、右鎖骨の骨折等のけがを負ったというも

のでございます。

このことによって、バイクの運転手も重傷を負っております。１学期の終業式の前日の事故で

したので、翌日の終業式の中で校長から全児童に対して交通安全指導を行っています。体育館で

スクリーンを使い、事故現場の状況、その場所にある交通標識の意味の説明、それから、なぜこ

こで事故が起こったかという分析、自転車で走るときはどういったことに注意したらよいのかと
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いうことなど、望ましい走り方について、実際に自転車が走っている場面を映し、プレゼンテー

ションをしています。

具体的にどのようにすればよいかということで、自転車は縦１列で走るということ、それから

道路の左側を走るということ、交差点等では飛び出さないということ、そして、ヘルメットをか

ぶるということをプレゼンテーションの中で指導しております。

それから、小平警察署からもご協力をいただきまして、小平交通安全情報をいただいておりま

す。夏休みに、プールなどいろいろな活動で登校してきた児童に手渡しながら、事故の予防、防

止を図っています。また交通事故が発生した時刻に、小平警察署の方が事故現場で小平交通安全

情報を地域の方や走行している方に配り、今後の事故防止について取り組んでいただいておりま

す。

今回校長からの交通安全指導は非常に具体的で、子どもにわかりやすく視覚に訴えるものでし

た。例えば、交通標識の理解にはなかなか至らない子どもたちに対して、スクリーンいっぱいに

「止まれ」という記号を映したり、非常に効果的な取組ではないかと思っております。また、小

平警察署にも感謝を申し上げたいと思っております。

それから一般事故でございますけれども、②、③は水泳の授業における転倒事故についてでご

ざいます。

１点目の②の方は後頭部を裂傷しておりますので、最も危惧されるけがだと考えられます。慌

てていたにしても、あってはならないのだという指導を、今後も徹底していくべきだと考えてお

ります。本件は救急車対応になっております。

③につきましては、かかりつけの整形外科の対応で済んでいるということでございます。

私からは以上でございます。

○伊藤委員長

ありがとうございました。

次に、教育長報告事項（９）小平市立中学校教員の服務事故について。阪本教育長からご説明

をお願いいたします。

○阪本教育長

教育長報告事項（９）小平市立中学校教員の服務事故についてを報告いたします。資料はござ

いません。

平成２４年７月２５日、小平市立上水中学校教諭、浅沼貢太が脅迫容疑で逮捕されました件で、

８月１５日に、同容疑で検察から起訴されました。なお、教諭本人は、容疑を否認しているとの

ことです。

小平市教育委員会といたしましては、上水中学校を初め、市立小・中学校の２学期以降の教育

活動に支障がないよう、東京都教育委員会と連絡・調整を図りながら、対応を進めているところ

でございます。
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詳細につきましては、内野教育部理事から説明させます。

○内野教育部理事

それでは７月２５日、水曜日に発生しました教員の逮捕につきまして、７月の臨時会では、事

件発生当初の対応等についてご報告させていただきました。本日はその後の状況及び経過をご報

告させていただきたいと存じます。

まず、逮捕されました浅沼教諭でございますが、逮捕された容疑を一貫して否認しております

が、８月１５日に東京地方検察庁立川支部から起訴されております。

学校の対応といたしましては、マスコミの取材等から子どもたちを守るために、７月３０日ま

で、すべての教育活動を停止いたしました。その関係で予定していました補習教室が一部実施で

きませんでしたので、今月下旬から９月にかけて補習教室を実施いたします。

また、８月６日には、臨時の生徒集会及び当該学級の学級会を持っております。

また、２学期が間近に迫っておりますが、２学期の開始に当たりまして、学級の保護者会を８

月３０日に予定しております。

浅沼教諭の後任でございますが、国語の授業につきましては、講師の任用準備を今進めている

ところでございます。学級担任につきましては、現在所属学年の学年主任が学級を持っておりま

せんので、当該学級の担任になる予定でございます。

生徒の心のケアといたしましては、スクールカウンセラーを中心に、教職員が一丸となり対応

してまいります。

教育委員会事務局及び小・中学校校長会の今後の対応でございますが、予定や計画段階のもの

も含めてご説明したいと思います。

１点目は、２学期の始業式にて、校長から全校の児童・生徒に対して、全校共通のメッセージ

文を読み上げ、そのことをもって、信頼回復の第一歩としたいと存じます。

２点目として、児童・生徒に始業式で伝えたメッセージ文を含め、始業式当日に保護者向けの

メッセージを配付いたします。

３点目として、教育委員会だよりの９月１５日号にお詫びの記事を掲載いたします。

４点目として、信頼回復に向けた学級指導用の資料の配付と、教室掲示資料の全教室への配付

を行います。

５点目として、私が全校の校長を対象として個別のヒアリングを実施いたします。

６点目として、主幹教諭を対象とした特別研修会を計画しています。

７点目として、服務事故防止に関する２学期の取組を、１２月の校長連絡会にて総括する予定

でございます。

私からの報告は以上でございます。

○伊藤委員長

ありがとうございました。
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それでは、ここまでの教育長報告事項につきまして、ご質問、ご意見等ございますでしょうか。

○森井委員

先ほどお話がありました、来年度から小学校移動教室で使用する「帝産ロッヂ」について、こ

の施設についての詳しい説明や、検討委員会では保護者への費用負担をなるべく少なくするとい

うことが意見としても挙がったと伺っていますが、保護者負担に関してお伺いしたいと思います。

○鶴巻学務課長

この施設は民間の施設でして、１泊４，２００円ほどの宿泊料がかかります。これにつきまし

て、市の内部では、保護者負担を新たに設けないということで調整を進めております。

中学校の移動教室ではスキー教室を実施しておりまして、１泊４，７００円を補助しておりま

すので、そのことも踏まえまして、保護者負担は新たに設けないことを考えております。今後、

来年度に向けて予算に計上して、議会での議決を受けて正式に決定していくことになります。

以上です。

○伊藤委員長

中学校のスキー教室で４，７００円を補助しているということをおっしゃいましたが、要する

に、同様に小学校においても１泊４，２００円ほどを、市の予算、一般会計なりから、補助金と

して拠出するという、そういうことを見込んでいるということですか。

○鶴巻学務課長

市の負担で、宿泊施設の使用料を支払っていくということでございます。いずれにしても、保

護者負担のない形で実施していきたいと考えております。

以上です。

○森井委員

それと「帝産ロッヂ」がどのような施設なのかということに関して教えていただきたいと思い

ます。収容人数などは資料でいただいているのですが。

○鶴巻学務課長

施設としては、学生向けの合宿施設として利用されておりまして、冬場はフィギュアスケート

の選手が合宿をするような場所です。施設の内容についてですが、今の八ヶ岳山荘と比べて、格

段に施設の状況はよろしいと思います。

以上です。

○伊藤委員長
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ちなみに築何年ですか。

○鶴巻学務課長

そこまでは調べておりません。

○伊藤委員長

また、別の機会に詳しい資料をいただけたらと存じます。

ほかに報告事項につきましてございませんか。

○山田委員

教育長報告事項（７）事故報告Ⅰの先ほどご説明いただきました、小学校４年生の自転車事故

についてですが、やはり相変わらず市内での自転車事故が多いと感じております。私は毎回こう

いった事故が起こったときに、その場所がどういった状況であったかということをお伺いさせて

もらっておりますが、今のお話をお伺いしたところ、「止まれ」の標識があるということはわか

ったのですが、例えば他にミラーであるとか、そういった状況がもう少しおわかりでしたら教え

ていただきたいのと、また相手方のバイクにつきまして、そちら側の道には一時停止線はあった

のでしょうか。自転車側は一時停止をしなかったとのことですが、バイクの方も一時停止をする

べきであったのか、その辺り、もう少し詳細をお伺いしてもよろしいでしょうか。

○内野教育部理事

まず、ミラーの設置状況でございますけれども、現場の見取図、また校長がプレゼンテーショ

ンをした写真等を見ますと、ミラーが設置されております。

また標識につきまして、自転車側には「止まれ」の標識がありますが、バイク側は一方通行の

道路ということで、「止まれ」の標識は確認できません。これは警視庁の図に線が示されており

ます。ですので、やはり子どもが飛び出した形になろうかと思います。

以上でよろしかったでしょうか。

○山田委員

ありがとうございます。車、バイクを運転する者として、やはりいつ子どもが飛び出してくる

かわかりませんので、もちろん運転する側も気をつけなければならないと思いますが、やはりこ

ういった自転車の事故が後を絶たないということもありますので、また引き続きまして、ご指導

をよろしくお願いいたします。

以上です。

○高槻委員

事故報告について、中学校の水泳に関する事故が２件あったようですけれども、生徒の方の行
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動上の不注意が原因の場合と、滑りやすいとか施設上の不備が原因となる場合があると考えられ

るのですけれども、もし後者の方であれば、できるだけそういうことがないようにしてほしいと

思ったものですから、状況を教えていただきたいと思います。

○伊藤委員長

検証はできていますか。

○内野教育部理事

この状況ですけれども、やはり慌てていたということです。また、施設上の瑕疵については確

認できておりません。

○関口教育部長

こういった報告が毎日学校から上がってくるわけですけれども、その報告が、例えば施設絡み

でありますと、施設の担当課に報告や相談がありますので、現場を見て必要な修繕をするシステ

ムにはなっております。

○伊藤委員長

ありがとうございました。ほかにございますか。

○森井委員

先ほどの小学校４年生の自転車事故についてですが、友達と縦に連なって走行していたという

ことでしたが、後ろで自転車に乗っていた児童は目の前でお友達が転んだり、バイクに当たった

りという状況を見ているかと思います。その子の心のケアに関してはいかがでしょうか。

○内野教育部理事

やはり想像するところ、ショックや動揺があったかと思いますが、学校の方で適切に対応して

いると認識しております。

以上でございます。

○伊藤委員長

この事故に関連しまして、翌日校長先生より児童に対してとてもすぐれた丁寧な説明、注意が

あったというご報告でございましたが、事故が起きる前にそういうことが行われていることが理

想でございます。

それで、とてもすぐれた説明であればなおのこと、これが他校にも水平展開されるといいとい

うふうに思いますので、校長会、副校長会等でそれを協議していただいて、今後にぜひ役立てて

いただきたいと存じます。
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ほかにご質問、ご意見ございませんか。

○森井委員

先ほどご説明のありました小平市立中学校教員の服務事故についてですが、８月６日に行われ

た臨時の生徒集会と当該学級の学級会での生徒の様子などを教えていただきたいのと、そこでお

話された内容に関して伺いたいと思います。

○内野教育部理事

まず、８月６日の生徒集会でございますけれども、夏休み中でございましたので、在籍生徒２

９２名中、１９２名の参加という状況でございました。校長が教員の逮捕ということを厳粛に伝

え、生徒たちが動揺しないように全力で信頼回復に向けて取り組んでいくという決意を伝えてお

ります。

その中で、スクールカウンセラーからも児童向けの話をしたり、学校が一丸となって子どもを

支えていくことのスタートになったのではないかと考えております。

また、それが終わった後に、当該学級の学級会も開いたわけですけれども、在籍３１名中２９

名の参加がありました。生徒によって動揺に差もあると思いますが、そういったことも学級会等

からつかめているのではないかと考えております。

以上でございます。

○伊藤委員長

服務事故に関しまして、ほかにご質問、ご意見ございませんか。

○山田委員

では、関連いたしまして、まず生徒の皆さんの心のケアについてはしっかりとしていただけて

いるところと思いますが、少し重複してしまうかもしれませんが、事件後の保護者説明会などが

あったときに保護者の方々から挙がってきました、質問事項であるとか、ご意見など、もう一度

お聞かせいただいてもよろしいでしょうか。

○内野教育部理事

保護者会で寄せられたご質問等についてご説明をいたします。子どもたちが部活動で着用する

Ｔシャツですけれども、夏休みの練習試合等では、それを着用するのが決まりだったと思うので

すが、このＴシャツを着て電車に乗るなど会場に行く中で、いろいろな目で見られるということ

で、何とかなりませんかというご質問がありました。

校長からは会場校の方とも相談したり、あるいは体育連盟等と相談し、別のＴシャツなどで対

応できるようにしていくというお話をされていました。

また、別の保護者の方からは、報道に関して、やはり学校の名前が出てしまうことを避けてほ
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しかったという率直なご意見がありました。私どもも報道機関への対応については、最大の留意

をしておりますけれども、やはり事実について、問い合わせを受けた場合に、そうではないとい

うことが言えませんので、学校名については一定の範囲で報道されてしまうこともご説明いたし

ました。

また教員が逮捕されている今の状況について、容疑段階であるということを改めておっしゃら

れていました。犯人扱いのような表現は教育委員会、学校も慎んでいただきたいというご意見も

ありました。

それから質問の最後の方には、再発防止策についてぜひ検討してくださいということで、これ

も夏休みが明ける前、要するに２学期に子どもたちを迎える前に、全校で取り組むものをぜひ考

えてくださいというご意見がありました。

概要でございますが、以上でございます。

○伊藤委員長

ありがとうございました。

ほかにございませんか。

○高槻委員

その関連で、始業式に各校で共通のメッセージを用意しておられるということですが、容疑段

階であるということを踏まえると、非常に微妙だと思います。その意味で、どういう趣旨のメッ

セージにするかということをお聞きかせください。

○仙北谷教育部参事

子どもと教員の間の信頼関係というものは、教育を行う上で最も基盤となるものと考えており

ます。

今回の教員逮捕により、信頼を損ねてしまったこと、このことを教育行政と学校がともに重大

な事として捉え、その回復を第一に行っていきたいと考えています。それと同時に、全国で大き

く報道されているいじめ問題、これに伴った学校に対する不安だとか、不信、こういったものを

ぬぐうといった観点を加えて、新学期のスタートに際し、子どもたちの心のケアを含めて子ども

たちの頑張ろうとする気持ち、前向きに取り組んでいこうとする気持ちを高めるために、このメ

ッセージを作成し、伝えていきたいと考えています。

全教職員が一丸となり、いじめがないように一人一人をしっかり見ていくこと、子どもたちの

相談に乗って、一緒に解決できるようにしていくこと、みんながわかる楽しい授業をしていくこ

と、安心して学校生活が送れるよう、保護者や地域と協力していくことなどについて、指導課と

校長会が中心となって文面を検討して、９月３日の始業式に全小・中学校において読み上げる形

で共通のメッセージを伝える予定でございます。

以上でございます。
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○高槻委員

ありがとうございます。私は今の説明に少し違和感があります。もちろん、全国でいじめなど

いろいろなことが起きて、教育界や学校に対する不信が不幸な形で発生しているのは事実です。

だから、そのことを説明するのは大切なことだと思いますが、今回のこの問題と今の問題は、個

別の問題と一般論みたいで、取りようによっては今回の出来事を全国のいじめ問題とすりかえて

いるように取られる危険性もあると思います。ですから、始業式に全国でいじめの問題が起きて

いるということ、それに真剣に取り組まないといけないというメッセージをされても、今回のこ

ととそれがどう結びつくのかと思う子もいるのではないかと思います。いかがでしょうか。

○内野教育部理事

今回の逮捕、起訴の件といじめとの関連性なのですけれども、大津市の件を受けまして、全校

の全児童・生徒に対して７月に緊急調査をしております。これはアンケート形式の調査になって

おりまして、率直に自分の気持ちを学校側に伝えることができます。指導課では今その件数を確

認しておりますけれども、それを８月９月にかけて、正確に調査を行い、実態把握をして、それ

がいじめであるならば、早期解決をいたします。いじめであるかないかということも含めて、こ

れから追跡調査に取り組んでいくところです。そのことに対しまして、教員に対する信頼感や安

心感がないと、これらの指導に支障を来たします。改めて先生たちを信じてほしいと訴え、アン

ケートでは、これからも君たちの毎日の学校生活が楽しいものであり、貴重な情報をこれからも

生かしていくということを伝えていく必要があると考えております。

以上でございます。

○伊藤委員長

心のケアというところで、教員の服務事故に関することと、いじめに関することを一緒にして

集約するというのではなくて、今の理事のご説明ですと、生徒たちの教員への信頼を回復すると

いうことで、その上で、引き続きアンケートをして、いじめの対策を教育委員会、学校として行

っていくために、いじめのことにも触れる、そういう意味合いだと思いますけれども。

メッセージの中では、もちろん事実にも触れるわけですね。

○仙北谷教育部参事

全く触れないということではありません。ですが、やはりそういったことはケアをしなければ

いけないということがありますので、この逮捕の事実のみを前面に押し出してメッセージを伝え

るのではなく、学校、あるいは先生たちに対して、ちょっと気持ちが落ちつかないとか、不安だ

とか、そういう気持ちがある皆さんへ、学校として先生としてメッセージを送るというスタイル

にしたいと考えております。ですから、多少触れなくてはいけない部分はあると考えています。
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○伊藤委員長

事実報告は生徒集会なり、保護者会でも行われているわけですね。だとすると、本当に元気づ

けるためのメッセージというふうに捉えてよろしいのでしょうか。

○高槻委員

蒸し返すみたいで申しわけないのですけれども、今日の報告では、（９）の服務事故について

の説明の中で、このことに対してどう対応するかというのが１番から７番までありまして、その

うちの１番２番が校長先生からのメッセージということでした。そうすると、服務事故に対する

対応として七つあるということですが、アンケート調査はその前にしていたことですから、服務

事故の対応とは別のことにならないでしょうか。もちろん学校の信頼という大きい問題からすれ

ば、重なりは大きいですけれども、今日の説明の構造からすれば、服務事故についての説明とい

う中で、七つあったというのが筋です。そのうちの二つというのは、この服務事故に対して発信

するメッセージというふうになると思います。

○内野教育部理事

やはり逮捕されたという事実が大きく報道され、それを子どもたちが新聞やテレビのニュース

で見ています。それが何らケアをされないまま２学期を迎えることは避けなければいけないとい

うことで、逮捕されたという事実については校長からメッセージの中で触れてまいります。

その中で子どもたちに対して、教師全体がこのことを厳粛に受けとめ、今、容疑がかかってお

り起訴の段階となっているが、もしそれが事実ならば許されないことであり、教育者としてもあ

ってはならないことであるということを、これから社会に出ていく子どもたちに教える機会でも

あるかと思います。

ですから、それを前面に出しつつも、やはり最後には子どもの２学期の活動についての前向き

な意欲とか、そういったものにつながっていくべきものだと考えています。教師全体、教育委員

会、校長会が力を合わせて、君たちも一緒に本来の教育活動、学校活動を頑張ってもらいたいと

いう、大人側の決意というようなメッセージになるのではないかと考えております。

以上でございます。

○伊藤委員長

私から生徒の心のケアについての質問ですが、スクールカウンセラーと教師が一丸となって当

たっていくというご説明がございましたけれども、臨時会でもお聞きしたかもしれませんが、ス

クールカウンセラーの配置の時間等について、特に上水中に関してほかの学校より多くするとい

うことがあるのかということと、それからやはり、ただ一丸となって当たっていくというのでは

なくて、具体的、定期的に会合を持って、現状を把握、検証しながら、必要とあらばさらにソー

シャルスクールワーカーを配置するなり、専門家の意見を聞くなりするということも出てこよう

かと思いますが、そういったことの指導、助言なども教育委員会として行っていくのでしょうか。
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あるいは既に学校の方でそういう体制を整えていらっしゃるのでしょうか。

○内野教育部理事

まず、スクールカウンセラーの時数等については特段の増加時数というのはありませんが、状

況によって適切に判断したいと考えています。

また、一丸になってというのは非常に一般的な表現だったと思いますが、やはり子ども一人一

人の実態や事実を捉えて、共有していくということが必要だと思います。生徒によって、自分の

気持ちを伝えやすい先生がいると思うのですけれども、核となるのはスクールカウンセラーや養

護教諭、上水中についてはスクールソーシャルワーカーも配置しておりますので、それぞれの立

場で機能しあって、子どもの実態を把握していくということを意図的、組織的に進めていくよう

に指導してまいりたいと考えております。

以上でございます。

○伊藤委員長

ぜひ、よろしくお願いいたします。

この件に関しまして、ほかにご質問、ご意見ございませんか。

では、教育長報告事項に関しまして、ほかの件でご質問、ご意見ございませんか。よろしいで

すか。

－なしの声あり－

○伊藤委員長

それでは、以上で教育長報告事項を終了いたします。

（議案）

○伊藤委員長

次に、議案の審議を行います。

議案第１７号、小平市教育委員会事務の点検及び評価－平成２３年度分－について。阪本教育

長から提案理由のご説明をお願いいたします。

○阪本教育長

議案第１７号、小平市教育委員会事務の点検及び評価―平成２３年度分―についてを説明いた

します。

本報告書は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２７条の規定に基づき、教育委員会

の権限に属する事務について、みずから点検及び評価を行い、その結果をまとめたものでござい

ます。
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昨年同様に、「点検・評価」の実施方針に基づき、事務局にて、所管の事業について自己点

検・評価票を作成し、２名の学識経験者から、質疑・ご意見と、講評をいただきました。

なお、本議案の議決をいただいた後、報告書を議会に提出するとともに、市報及びホームペー

ジにて公表いたします。

詳細につきましては、滝澤教育庶務課長より説明させます。

○滝澤教育庶務課長

それでは、説明いたします。報告書の１ページをご覧ください。

教育委員会事務の点検及び評価は、「Ⅰ 点検・評価の概要」の「１ 実施の趣旨」にござい

ますように、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２７条において義務づけられているも

のでございます。教育委員会は毎年その権限に属する事務の管理及び執行の状況について、点検

及び評価を行い、課題や取組の方向性を明らかにし、より効果的な教育行政の推進を図るととも

に、これを市民に公表することで、信頼される教育行政につなげるものでございます。

「２ 実施方法」の「（１）点検・評価の対象」でございますが、点検・評価の主な対象事業

は、教育委員会の事業を概観できるとして、小平市第三次長期総合計画・前期基本計画の平成２

３年度の実施計画に位置づけられた３１事業を対象としております。さらに、今回は教育委員会

が特に重要であると認める１７事業を選定し、対象といたしました。

「（３）学識経験者の知見の活用」でございますが、これも法に基づきまして、２人の学識経

験者から、２回の会議の中で活発な質疑応答を重ねまして、ご意見、評価をいただきました。

２ページからは、小平市第三次長期総合計画・前期基本計画の実施計画採択事業のうち、教育

委員会にかかる３１事業を掲載しております。

９ページをご覧ください。「Ⅲ 点検・評価の結果」として、まず様式を示しております。１

段目に事業の対象、事業の意図、事業効果を簡潔に記載し、意図に沿った結果が数値として出て

いるものは、右に成果指標としてあらわし、また意図したものを得るために行った内容を数値化

したものを活動指標として、それぞれ３年分あらわしてございます。ただし、事業によっては数

値化できる内容が見つからないために、空欄とした事業や、単に内容を示したものもあります。

成果指標と活動指標を３年分あらわすことによって、事業規模等を推測できるようにしました。

１０ページからは、実施事業に掲げられた３１事業の結果でございます。

４２ページからは、教育委員会が特に重要と認める１７事業の結果でございます。

５９ページから６１ページには、学識経験者の意見を掲載しております。個別事業に対する意

見については、今後の事業推進に活用してまいります。

最後になりますが、本案を議決いただいたのち、市議会９月定例会にて報告書を提出し、あわ

せてホームページ等で公表をしてまいります。

説明は以上でございます。

○伊藤委員長
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ありがとうございました。

質疑に移ります。ご質問、ご意見ございませんか。

○山田委員

報告書の５１ページにあります防災教育の充実という部分で、現状を確認させていただきたい

のですが、この後の補正予算にも載っておりますが、一時避難場所における水、食料、毛布など

の備蓄の現在の状況、そして後にも出てきますが、補正予算が組まれることで、どういう状況を

整えることができるのかについてご説明をいただけたらと思います。

○赤坂学務課長補佐

食料、水等の備蓄状況でございますが、現在、小平市立小・中学校には、大地震等の災害発生

に伴う児童・生徒のための備蓄、食糧、水等はございません。このことを受けまして、市立小・

中学校全校に調査を行いましたところ、大地震等の災害発生時に保護者への引き渡しが困難で、

学校に留め置きになることが予想される児童・生徒の数が、全児童・生徒数の約１０％に上るこ

とが判明いたしました。

この後の補正予算の説明と重なる部分もございますが、今回、全児童・生徒数の１０％、小学

校が９０８人、中学校が４２３人、合計１，３３１人分相当を備蓄の数量と想定いたしまして、

食料、水、毛布の３品目を備蓄品として購入するものでございます。

説明は以上でございます。

○伊藤委員長

防災教育という点からしますと、この評価等、防災訓練、あるいは研修会等の評価を生かして、

そういった補正予算の申出にもなっているかと思いますが、翻って、その備蓄をしたことにより、

防災教育にどう返ってくるのか、児童・生徒にそのことをどう周知して、自覚させていくのかと

いうあたりはお話いただけますか。

○佐藤指導主事

現段階で、まだ備蓄がございませんので今後の取組とはなりますが、まず学校に備蓄をすると

いう事実を子どもたちが知り、家庭で何をどのように備蓄する必要があるか、震災を想定しなが

ら考えさせていくことが、防災教育につながると考えております。

以上でございます。

○関口教育部長

備蓄をする背景なのですけれども、昨年度に東京都の帰宅困難者対策条例が制定されまして、

来年の４月から施行されます。この具体的な運用方法や、費用負担などについてはまだ見えてい

ないところではありますけれども、都条例を受けまして、市教委としては、各学校で引き取りカ
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ードに記載していただくときに、勤務先からどれくらいの時間がかかるかということを調べてお

ります。そのデータから留め置き児童数はおおむね全児童・生徒の１０％となっております。

もう一つは、備蓄庫は市内に６カ所程度あるわけですが、これはいわゆる地域防災上、学校が

避難所として指定されたときに初めて、そこから支給されるということですので、児童・生徒の

学校留め置きには使用しないとの考え方がありました。また、一部の学校やＰＴＡの方からのご

要望もありましたし、市民の安心感を高めるためにも、備蓄することといたしました。

また、この６月議会で個人住民税の均等割が年額５００円増額いたしました。その財源を、平

成２３年から平成２７年度までの間、防災減災の事業に充てることができるということがござい

ますので、そういった財源を使いながら、備蓄をしていきます。

今回は児童・生徒用でして、教職員用の水や非常食は含まれておりませんので、今後市の職員

と足並みをそろえながら、来年度以降の対応になろうかと思います。

○赤坂学務課長補佐

小平市立小・中学校における備蓄の現状につきまして、先ほどの発言を訂正させていただきま

す。教育委員会として、現在、市内の小・中学校に備蓄している食料等はございませんが、小平

第四小学校、小平第五小学校、小平第十四小学校の小学校３校には、ＰＴＡが購入したクラッカ

ーやアルファ米等の食料が備蓄されていると聞いております。

以上でございます。

○伊藤委員長

今、質問にお答えいただく形で、次の議案第１８号のご説明を大分していただいているような

感じでございますが、この事務の点検及び評価について、ご質問はございますか。

○高槻委員

５９ページの学識経験者の意見の「今後に期待する点」におきまして、「「ユネスコ活動に関

すること」に関連した事業も推進すること」というのがあります。「個別事業への意見」の方の

内容は、地域のこととか、小平市らしい内容なのですが、「今後に期待する点」は何か地球規模

のような、大きな視野のことが挙げられています。たくさんある中で、なぜこれが特別に取り上

げられたのかという背景がよくわかりません。これは立派な報告書としてもう完成しているので、

直してほしいということではないのですが、違和感を持ちました。

○関口教育部長

資料１４ページの№５、「公共施設太陽光発電装置の設置」の事業をご説明しているときに、

子どもたちの身近なところに、クリーンなエネルギーを使用する設備があるではないかというこ

とで、ユネスコも推奨しているので、身近なものを使って教育をする機会を設けたらどうかとい

うご提案でございました。
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このＥＳＤというのは、ユネスコが推奨して実施計画が採択され、日本でも２００５年から２

０１４年の１０年計画で実施しています。持続発展教育については、緑のカーテン一つにしても、

身近なものを使って地球規模の課題に取り組む人間を育てていくという、そういう考え方はござ

います。

当然、例えば四小であれば、玉川上水を利用した学習などに取り組んでいますので、広い意味

で取り組んでいるというふうには考えております。

○高槻委員

その背景はわかりました。

○伊藤委員長

高槻委員が違和感を覚えられた箇所は、私も読んでおりまして、突然こういったいろことが出

てきたと感じましたが、今のお話を伺いましたら、このとおりに新井先生がおっしゃったのなら

よろしいのですけれども、もし、事務局の方でまとめたとしましたら、むしろ具体例の部分がま

ずあって、それがユネスコ活動に関することにリンクしているという、そういうふうに理解して

いればよろしいでしょうか。

○関口教育部長

そういうことです。

○高槻委員

そうであれば身近な事柄が入っている方が自然だと感じます。これだと余り身近な感じがせず、

多くのことからなぜ、こういう高度なことが取り上げられるのか違和感がありました。

○関口教育部長

新井先生は高い見地からこういった表現をされたものと受けとめております。

○伊藤委員長

ありがとうございました。

ほかにございませんか。

○森井委員

４６ページの№３６、「栄養教諭を中核とした食育推進事業」についてのところで、学識経験

者の方からも「個別事業への意見」として取り上げられておりますし、また放射能汚染等で学校

の食に対する関心が保護者の間でも高まっていることがありますので、今後、小平第六小学校か

ら市内各校にさまざまな情報をより一層発信していただきたいということと、あと外部人材を活
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用した学習が市内３校で行われたということですが、どのようなことが行われたのか、またその

後行われたこと、これから行う予定のものがありましたら、教えていただきたいと思います。

○鶴巻学務課長

市内３校の実績の資料を持ち合わせてございません。申し訳ございません。

六小で行われている事業につきましては、毎月実施しております栄養教諭の事務連絡会にて発

表しておりますので、それを参考にして、３校が講師を呼んで事業を展開したものと捉えていま

すが、今後も推進してまいりたいと思っております。

以上です。

○伊藤委員長

私の方から１点伺いますが、小平市教育委員会の重要施策の小・中連携教育の視点から、この

結果を受けまして、例えば外国語活動に関して連携がされていると思いますが、これは２３年度

分についてなので、まだ反映されていないのでしょうかということと、それから№３７の「市内

一斉学校公開週間の実施」に関する評価に関しても、これもやはり今までからさらに小・中連携

の視点からの評価が考えられてもよろしいのではないかと思うのですが、そういったあたりはこ

の文言にあらわされていないだけで、内部では討論はされたのでしょうか。

○内野教育部理事

例えば２４ページの№１４、「小学校英語体験・外国語活動の充実」というところで、外国語

にかかわる学習活動の系統性というようなところは当然小学校、中学校、縦につながるものです

ので、ここの上の方の「事業の概要」というところでは、中学校英語への円滑な移行を図るとい

うことが表記されております。ここは小学校の外国語活動のページでして、英語教育のページで

はありませんので、ここだけ見ますと、焦点が小学校にしか当たっていないように見えるかもし

れませんが、中学校英語への円滑な移行というところで、小・中連携の視点も入れて解釈してい

ただければと思います。

また４７ページの№３７のところでございますけれども、事業概要のところで市立小・中学校

全校でというところ、これは学校公開の日程が小学校と中学校でずれておりますので、日を変え

てじっくりと小学校と中学校を分けて見られるかと思います。それぞれの取組が具体的にどのよ

うな形で成果が上がっているかというようなところと、学校公開週間で果たすべき目標とで、こ

こでは関連づけがしにくいかという部分がございます。しかしながら、やはり小学校の段階を経

た上での中学校教育ですので、学校を公開することによって、貴重なご意見がいただける事業で

はないかと考えております。

以上でございます。

○伊藤委員長
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ちょっと言葉が足りませんでしたが、小学校英語体験・外国語活動の場に、中学校の英語教師

が出向いて授業をするということがございましたし、中学校の生徒がやはり小学校に出向いて活

動するということもありましたので、その辺が反映されているかということをお尋ねしました。

今後に生かしていただきたいと思います。

ほかにございませんか。

－なしの声あり－

○伊藤委員長

それでは、質疑を終結し、討論に入ります。

－討論省略の声あり－

○伊藤委員長

それでは、討論を終結し、採決を行います。

議案第１７号、小平市教育委員会事務の点検及び評価―平成２３年度分―について、本案を原

案のとおり決することにご異議ございませんか。

－異議なしの声あり－

○伊藤委員長

ご異議なしと認め、本案は可決と決定いたしました。

次に、議案第１８号、平成２４年度教育予算の補正の申出について。阪本教育長から提案理由

のご説明をお願いいたします。

○阪本教育長

議案第１８号、平成２４年度教育予算の補正の申出についてを説明いたします。

本案は、市議会９月定例会提出議案の原案として、教育予算に係る補正を市長に申し出るもの

でございます。

補正の内容でございますが、歳出につきまして、小学校費で２，３３７万９，０００円の増、

中学校費で７７７万６，０００円の増、社会教育費で１３０万円の増、保健体育費で８２１万６，

０００円の増、合計して教育費で４，０６７万１，０００円を増額するものでございます。

増額の内容は、小・中学校全校の体育館に係る非構造部材耐震化に伴う調査と、小平第十二小

学校の給食室改築等に伴う設計に係る業務委託、緊急時において児童・生徒を学校に留め置く際

の備蓄品購入、第６８回国民体育大会開催に係る備品購入及び実行委員会補助の他、中央図書館、

市民総合体育館の施設修繕に係るものでございます。
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歳入につきましては、教育費都補助金で６３０万円を増額いたします。

なお、資料３枚目の債務負担行為でございますが、小平第十二小学校給食室改築工事等設計業

務委託につきまして、債務負担行為の期間を平成２５年度として追加するものでございます。

以上でございます。

○伊藤委員長

ありがとうございました。

一部先ほど詳しいご説明がございましたが、そのほかの件につきまして、ご質問ございません

か。

－なしの声あり－

○伊藤委員長

それでは、質疑を終結し、討論に入ります。

－討論省略の声あり－

○伊藤委員長

それでは、討論を終結し、採決を行います。

議案第１８号、平成２４年度教育予算の補正の申出について、本案を原案のとおり決すること

にご異議ございませんか。

－異議なしの声あり－

○伊藤委員長

ご異議なしと認め、本案は可決と決定いたしました。

次に、議案第１９号、小平市立学校設置条例等の一部を改正する条例の制定の申出について。

阪本教育長から提案理由のご説明をお願いいたします。

○阪本教育長

議案第１９号、小平市立学校設置条例等の一部を改正する条例の制定の申出についてを説明い

たします。

本件は、平成２４年１０月１日より、市内一部地域において住居表示が実施されることに伴い、

該当地域の施設等の住居の表示を変更するため、所要の改正が必要である四つの条例の一部改正

を行うものでございます。

今回は改正条例が多岐にわたることから、「住居表示の実施に伴う関係条例の整理に関する条
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例」に一本化して、平成２４年市議会９月定例会への提出を予定しているところでございます。

対象地域は、西武新宿線北側の大沼町及び天神町一丁目の一部、天神町二丁目の一部、花小金

井五・六丁目の未実施地域で、教育委員会所管の六つの施設について、小平市立学校設置条例、

小平市立公民館条例、小平市立図書館条例、小平市立体育施設条例の別表中の位置の改正を市長

に申し出るものでございます。

施設等の詳細につきましては、お手元の新旧対照表をご覧ください。

なお、これらの施設の管理者に対しましては、住居表示の変更に伴い、必要となる事務等につ

いて、準備を進めるよう周知したところでございます。

以上でございます。

○伊藤委員長

質疑に移ります。ご質問ございませんか。

－なしの声あり－

○伊藤委員長

それでは、質疑を終結し、討論に入ります。

－討論省略の声あり－

○伊藤委員長

それでは、討論を終結し、採決を行います。

議案第１９号、小平市立学校設置条例等の一部を改正する条例の制定の申出について、本案を

原案のとおり決することにご異議ございませんか。

－異議なしの声あり－

○伊藤委員長

ご異議なしと認め、本案は可決と決定いたしました。

以上で、冒頭に非公開と決定したものを除く議題は終了いたしました。これ以降の議事は非公

開にて取り扱いますので、関係者以外の方は、ご退席願います。

ここで休憩をしたいと存じます。１５時２５分まで休憩します。

午後３時１２分 休憩


